
【令和３年度山口市地域連携教育推進方針】
○教職員、保護者、地域住民、児童生徒が社会の担い手とな
る子どもの将来の姿を共有し、学校運営に参画・協働しな
がら「未来を生きぬく力」を育む学校づくりをめざします。

○学校や地域で展開される教育活動を通して、多様な主体が
対話と協働のもと、学びでつながる地域づくりに貢献します。

【令和３年度重点取組】
（１）学校運営協議会・地域協育ネット協議会の充実

○児童生徒の意見を聞く機会を設けての熟議の活性化
○地域連携担当教職員・地域学校協働活動推進員等の研修充実

（２）地域連携教育に係る広報活動の強化
○地域学校協働活動等の紹介による各協議会委員等への理解促進と広報の工夫

（３）家庭教育支援の充実
○ＰＴＡと連携した家庭教育支援活動の充実

（４）推進体制の充実
○地域連携推進室全体会議（年３回）及びプロジェクト会議（毎月）の開催
○山口防府地域合同プロジェクト会議の開催

【山口市地域連携教育の成果◎と課題◇】
◎コロナ禍の中でも活動を進める中で学校や地域のつながりが深まっている。
◎児童生徒の熟議参加により、学校運営協議会等の活動が活性化している。
◇地域学校協働活動等の熟度における地域間や学校間の格差解消を図る。
◇児童生徒の熟議参加を通じて、社会に開かれた教育課程の実現につなげる。

【学校運営協議会委員へのアンケート調査による取組評価（主な質問内容）】
〇学校運営協議会のあり方、ユニット型研修への参加
〇自校の地域連携教育への理解、保護者や地域への広報等

山口市
YAMAGUCHI CITY

山口市の推進構想

活動取組

６年生とＣＳ委員が「地域と一緒
にできるワクワクすること」につ
いて熟議を実施した。

山口市立井関小学校 山口市立名田島小学校

山口市立徳地中学校 山口市立潟上中学校

子どもたちが参加した熟議 グラウンド芝刈り体験

専門性を生かした学びの場教科横断的な学び×地域

「しばもり隊」の方の指導を受け
ながら、小学生が機械を使ってグ
ラウンドの芝刈りに挑戦した。

毎月２回、昼休みに開催される、
やまぐち路傍塾（教育人材バンク）
を活用した書道の指導。

地域の夫妻を招き、和紙の折り染
めに挑戦。元ALTの御主人による英
語と美術との教科横断的な学び。


